
需給調整市場検討小委員会における議論の方向性と整理
（2024年度実績および2025年度以降の検討課題）

２０２５年３月４日

需給調整市場検討小委員会 事務局
調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 事務局

第５４回需給調整市場検討小委員会・
第７０回調整力の細分化及び広域調達の

技術的検討に関する作業会 資料４



2はじめに

◼ 需給調整市場は、2024年4月より全商品取引を開始（全面運開）したものの、全商品において募集量に対する
応札量未達が発生し、本小委員会のみならず、制度検討作業部会や制度設計・監視専門会合（旧:制度設計
専門会合）といった審議会においても様々な対応を検討してきたところ。

◼ 今回、2024年度における需給調整市場を取り巻く検討（主に応札不足対応に対する検討）状況や整理状況、
2024年度取引実績ならびに2025年度における検討すべき課題の方向性についてご報告する。



3（参考） 需給調整市場の商品導入スケジュール

年度 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028以降

一
次

運用
広域運用

（周波数変換装置を含む直流設備を除く）

調達 調整力公募 広域調達（週間） 広域調達（前日）

二
次
①

運用 エリア内運用 広域運用

調達 調整力公募
エリア内調達

（週間）
エリア内調達

(前日)
広域調達（前日）

二
次
②

運用 エリア内運用 広域運用

調達 調整力公募 広域調達（週間） 広域調達（前日）

三
次
①

運用

調達 調整力公募 広域調達（週間） 広域調達（前日）

三
次
②

運用 広域運用

調達
調整力
公募

広域調達（前日）

▼広域運用開始

▼広域調達開始

▼広域運用開始

▼広域運用開始

▼広域調達開始

▼広域調達開始

▼広域運用開始

▼調達開始 ▼広域調達開始※

段階的
広域運用

段階的
広域運用

▼広域調達開始

※一般送配電事業者による二次①の広域運用が実現可能となったうえで、2027年度からの広域調達を目指す



4目次

1. 2024年度の検討状況（応札不足対応一覧）

2. 2024年度の取引実績

3. 2025年度以降の検討すべき課題の整理

（参考）需給調整市場に関する審議会動向（課題検討状況）

（参考）要件変更等のスケジュール



5目次

1. 2024年度の検討状況（応札不足対応一覧）

2. 2024年度の取引実績

3. 2025年度以降の検討すべき課題の整理

（参考）需給調整市場に関する審議会動向（課題検討状況）

（参考）要件変更等のスケジュール



6需給調整市場における課題一覧 【2024年度実績】

◼ 2024年度においては、足元の応札不足対応※を中心に、再エネ余剰時の運用改善（一次供出可能量見直し・
緊急時調整力としての揚水ポンプ活用）や、将来の変動性再エネの活用、ならびに系統混雑・系統特性定数の
方向性（運用容量等作業会を立ち上げタスクアウト）、前日取引化に伴う課題の整理を実施した。

赤太字：検討完了
橙太字：方向性の検討完了
緑 字：継続検討

商品 No 課題 詳細

一次 1-1
1-2
1-3

広域調達
供出可能量
前日取引化

2027年度（二次①広域調達開始）以降の広域調達の在り方
一次供出可能量の見直し
2026年度からの前日取引化に伴う課題整理

二次① 2-1 前日取引化 2026年度からの前日取引化に伴う課題整理

二次② 3-1 前日取引化 2026年度からの前日取引化に伴う課題整理

三次① 4-1 前日取引化 2026年度からの前日取引化に伴う課題整理

三次② 5-1
5-2
5-3

必要量
効率的な調達
時間前供出

2024年度事後検証・2025年度事前評価および必要量低減の取り組み
効率的な調達の検討（調達費用の扱い等、運用開始にむけた課題整理）
領域b、cの時間前市場への供出方法の検討

複合商品 6-1 一次アセスメント 一次のみのアセスメント方法の検討

共通 7-1
7-1-1
7-1-2
7-1-3
7-2
7-3
7-4
7-5
7-6

応札不足
揚水発電
アセスメント
制度的措置
緊急時調整力
専用線
混雑系統
系統特性定数
再エネ活用

取引実績およびアンケート・ヒアリングを踏まえた対応
揚水発電所の市場活用における課題整理（要件緩和・揚水公募）
複数ユニットの持ち下げ供出リスクへの対応
制度的措置に係る基本的な考え方や具体的な論点
緊急時（電源脱落）の調整力の調達方法
低コスト方式の拡大
将来の混雑系統からの調整力の調達の在り方（→別作業会にタスクアウト）
系統分離時の運用に与える影響や系統特性定数自体の見直し（→同上）
将来の変動性再エネの調整機能の活用方法

※ 応札不足に対する課題は多岐に亘るため、①揚水発電、②アセスメント、③制度的措置の3つに細分化（今後も追加課題があれば同様に追加予定）



7論点整理 [一次] 赤太字：検討完了 緑字：継続検討
橙太字：方向性の検討完了 青字：検討再開条件

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

1-1

1ルート連系
エリアにおける
広域調達可否
と開始時期

✓ 2024年度から、
交流連系されている
エリアにおいて、一次
の広域調達を開始

✓ 2024年度以降の取引実績を踏まえた
2027年度（二次①広域調達開始）
以降の広域調達の在り方

✓ 2024年度以降の取引実績を踏まえた
運用容量フリンジとΔkWマージンの取扱い

1-2

一次供出可能
量の考え方の
再整理（GFと
一次要件の
乖離対応）

✓ 供出可能量の考え
方を「0.6Hzの周
波数低下時に供出
できる量」に見直し

✓ GF（～2023年度）と一次要件の比較

✓ 一次要件の「平常時」と「異常時」の扱い

✓ 異常時のアセスメントⅡ対応

✓ 供出可能量の考え方を「0.6Hzの周波数低下
時に供出できる量」に見直す方向
（2023年以前のGFと同程度の可能量相当）

✓ 異常時のアセスメントⅡはハンド対応により早期
実施を目指す

1-3
2026年度から
の前日取引化
に向けた検討

✓ 週間商品の前日
取引は2026年度
より実施

✓ 広域予備率の計上方法

✓ 発電機の起動判断

✓ 調達量の判断（現：追加調達判断）

✓ 連系線枠の取扱い

✓ 応札商品の偏り

✓ 発電機（ロング機）の起動は、余力の特別対
応とし、起動後はスポット市場へのブロック入札
（→需給調整市場）での応札を基本とする

✓ 追加調達判断の閾値は、一旦現状どおりとし、
今後の実績等を踏まえて2026年度に向けて
引き続き検討を実施

✓ 連系線枠の取扱いは、シリアル処理とし、
先行を複合市場、後続を三次②市場とする

✓ 応札商品の偏りの恒久対策は市場一本化案を
本案としつつ、詳細検討は今後。また、それまで
の暫定対策は制度面を中心に今後検討

【第49回 本小委員会（完了）】

【第52・53回 本小委員会（完了）】



8論点整理 [二次①、二次②、三次①] 赤太字：検討完了 緑字：継続検討
橙太字：方向性の検討完了 青字：検討再開条件

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

2-1
3-1
4-1

2026年度から
の前日取引化
に向けた検討

✓ 週間商品の前日
取引は2026年度
より実施

✓ 広域予備率の計上方法

✓ 発電機の起動判断

✓ 調達量の判断（現：追加調達判断）

✓ 連系線枠の取扱い

✓ 応札商品の偏り

✓ 発電機（ロング機）の起動は、余力の特別対
応とし、起動後はスポット市場へのブロック入札
（→需給調整市場）での応札を基本とする

✓ 追加調達判断の閾値は、一旦現状どおりとし、
今後の実績等を踏まえて2026年度に向けて
引き続き検討を実施

✓ 連系線枠の取扱いは、シリアル処理とし、
先行を複合市場、後続を三次②市場とする

✓ 応札商品の偏りの恒久対策は市場一本化案を
本案としつつ、詳細検討は今後。また、それまで
の暫定対策は制度面を中心に今後検討

【第52・53回 本小委員会（完了）】



9論点整理 [三次②] 赤太字：検討完了 緑字：継続検討
橙太字：方向性の検討完了 青字：検討再開条件

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

5-1

2024年度事
後検証・2025
年度事前評価
および必要量低
減の取り組み

✓ アンサンブル予測開
始

✓ 効率的な調達開始

✓ 更なる気象精度向上の取り組み

✓ 実効性及び実行性のある必要量低減策

✓ NEDO事業（～2024年度）での予測技術
の早期社会実装を目指す

✓ 2025年度の必要量低減策としては、実効性
及び実行性を踏まえて、「アンサンブル予測」、
「効率的な調達」、「取引単位時間30分化
（共同調達と入替）」とする

5-2
効率的な調達
開始に向けた
検討

✓ 前日市場での必要
量を1σとし、余力
活用で前日15時
の再エネ予測を基
にした3σを調達

✓ 追加調達基準は、
前日15時に再エネ
設備量の2.5～
5.9%下振れした
場合とする

✓ 価格規律および追加調達費用の扱い ✓ 前日市場での必要量は1σとし、余力活用で
前日15時の再エネ予測を基にした3σを調達

✓ 価格規律および追加調達費用の扱いに関して
は、余力活用による追加調達のため概ね解消

5-3

実需給断面に
おいて不要と
なる調整力の
時間前市場
への売り入札

✓ 領域aの運用を
開始（※7/1から
効率的な調達導入
により、一時中断）

✓ ブロック3から
ブロック6とし、一括
で札入れ・札下げ

✓ 領域ｂ・ｃの入札検討 ✓ 効率的な調達（余力活用による追加調達）と
一定割合を乗じた募集量削減（案A-a）を組
み合わせで実施する期間においては、実質的に
買い行動（余力活用対応）となるため、領域a
の売り入札運用は一時中断

【第48回 本小委員会（完了）】

【第54回 本小委員会（完了）】

【第48回 本小委員会（完了）】



10論点整理 [複合商品] 赤太字：検討完了 緑字：継続検討
橙太字：方向性の検討完了 青字：検討再開条件

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

6-1
一次のみの
アセスメント方法
の検討

✓ 一次を含めて許容
範囲を設定

✓ 複合された応動から一次の応動のみを切り
出したアセスメントの方法



11論点整理 [共通]（１／３） 赤太字：検討完了 緑字：継続検討
橙太字：方向性の検討完了 青字：検討再開条件

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

7-1
2024年度の
応札不足への
対応

✓ アンケートによって、
浮き彫りとなった
応札障壁について、
技術的検討を実施

✓ 取引実態等を踏まえた対応

✓ アンケート・ヒアリング等を踏まえた対応

7-1-1
揚水発電所の
市場活用におけ
る課題整理

✓ TSOによる揚発応
札支援

✓ 揚水公募の詳細
検討

✓ 揚水リソースの一次・二次①への
供出障壁（並列必須要件）

✓ 契約価格の在り方

✓ 需給調整市場の募集量との関係性

✓ ポンプアップ原資の確保方法

✓ TSOによる代替ΔkW確保や揚発並列

✓ 揚水発電について課題の深掘り検討し、対応案
を提示。今後、対象リソースや適用時期等につ
いて検討を進める

✓ 揚水発電の公募調達の検討

7-1-2
複数ユニットの
持ち下げ供出リ
スクへの対応

✓ アセスメント緩和に
より一次・二次①の
応札を促す方向

✓ 一次・二次①を含む複合商品の応札イン
センティブ

✓ アセスメント緩和の対象、方法の整理

✓ 緩和対象は、一次あるいは二次①が含まれる
商品を落札したリソースに限定し、定格容量の
10.01%以下をアセスメント緩和範囲とする
（アセスメントフリー領域等にも考慮）

7-1-3

制度的措置に
係る基本的な
考え方や具体
的な論点と対応

✓ 制度的措置に関す
る基本的な考え方
を整理

✓ 制度的措置の対象（論点1）

✓ 求める具体的行動（論点2）

✓ 開始時期（論点3）

✓ ルールへの紐づけ（論点4）

✓ 技術的な論点に関しては概ね検討完了

✓ 制度的措置の実施要否や論点４等については、
全体最適の視点に留意し、国とも連携のうえ、
検討を進める

【第53・54回 本小委員会】

【第52回 本小委員会（完了）】

【第47・48回 本小委員会】



12論点整理 [共通]（２／３） 赤太字：検討完了 緑字：継続検討
橙太字：方向性の検討完了 青字：検討再開条件

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

7-2

緊急時（電源
脱落）対応の
調整力確保方
法

✓ 再エネ余剰時はポン
プに持ち替えたうえで
ΔkW約定リソースを
停止

✓ 商品要件

✓ システム対応

✓ ポンプ遮断のような応動のリソースに関して、需
給調整市場へ応札するための論点整理を実施

✓ 早期の（簡易的な）対応方法を継続検討

7-3
低コスト方式の
専用線の拡大
可否

✓ 10MW未満かつ上位
2電圧以外は電柱方
式可

✓ 電柱方式の拡大

7-4
将来の混雑系
統からの調整力
の調達の在り方

✓ 当面(2028年度迄)
はノンファーム電源の
市場参加を認める

✓ ΔkW代替確保の具体的方法

✓ 混雑の影響が大きくなる2029年度以
降に向けて、日本における混雑発生状況
を踏まえた混雑処理方法

✓ 再給電方式における代替ΔkWの確保は非混
雑系統で前日17時以降の早い時間帯に実施

✓ 現行において混雑を考慮したΔkW約定は不可

✓ 将来的な対応は、「将来の運用容量等の在り
方に関する作業会」にタスクアウト

7-5 系統特性定数

✓ 具体的な検討は、
新たに設置された
「将来の運用容量
等の在り方に関する
作業会」で実施

✓ 系統分離時の運用に与える影響

✓ 系統特性定数の見直し

✓ 将来的な再エネ増加等の環境変化に伴い、
現状の系統特性定数の前提が変化している
（今後変化する）可能性が高く、将来的な
必要性を含め、本定数の見直し検討を進める

✓ 具体的な検討は、「将来の運用容量等の在り
方に関する作業会」にタスクアウト

【第47回 本小委員会】

【第50回 本小委員会】

※EPPSの整定値見直しに関しては、「将来の運用容量
等の在り方に関する作業会」にて検討中



13論点整理 [共通]（３／３） 赤太字：検討完了 緑字：継続検討
橙太字：方向性の検討完了 青字：検討再開条件

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

7-6
将来の変動性
再エネ調整機能
の活用方法

✓ 変動性再エネの調整
機能の活用を目指す

✓ 技術面の課題

✓ 制度面の課題（市場への応札）

✓ 対象は市場連動型のFIP電源

✓ 技術開発状況や制度変化を踏まえて、引き続き
実現に向けた検討を行う

【第50回 本小委員会】



14需給調整市場の応札不足対応一覧（１／３）

◼ このうち、需給調整市場の応札不足対応に関しては、本小委員会のみならず、関連する審議会とも連携しながら、
現在に至るまでに様々な対策を検討、実施しているところ。

◼ これらについては全体像が複雑に絡み合っているため、今後の需給調整市場に関する大きな変化（2026年度から
の前日取引化、2028年度以降の同時市場や次期中給システム）も踏まえ、暫定的な対策か、恒久的な対策か、
また、時間が経てば解決する性質の課題かといった観点も踏まえて、下表のとおり整理を実施した。

対策 取組事項 詳細取組 想定されうる効果 審議会 2024 2025 2026 2027
2028
以降

備考

募
集
量
の
削
減

A.調達募集量
の見直し

A-a.一定割合による圧縮 調整力の調達未達抑制
【決定】

第93回TF
(5/27)

一定の競争原理が
働く状態になるまでは
継続予定

（付随）二次②・三次①
の追加調達一時中断

前日募集量削減による
三次②価格の高騰抑制

【決定】
第91回TF
(4/22)

〃

A-b.市場外調整力の控除 調整力の調達未達抑制
-検討中-
第49回
本小委

建付けとしては、他案
と両立し得る対策

A-c.三次②の効率的調達 〃
【決定】

第94回TF
(6/28)

同時市場移行後も
取り得る考え方
※調達手段は変化

B.揚水発電の
公募調達

B-a.揚水公募の検討
（運用主体をTSO）

①市場募集量の控除
②TSOが市場に応札

-検討中-
第94回

TF

同時市場制度との
連続性踏まえ検討中

B-b.揚水随意契約
（中部エリア）

市場募集量の控除
【決定】

第94回TF
(6/28)

揚水公募の仕組みが
できるまでの処置

全商品の前日取引化 同時市場/次期中給

6/1～※

7/20～

7/1～

前日取引化以降
は②が望ましい

①

５/1～

※ 11月以降、新たな削減係数の考え方に見直し（第97回TF）



15需給調整市場の応札不足対応一覧（２／３）

対策 取組事項 詳細取組 想定されうる効果 審議会 2024 2025 2026 2027
2028
以降

備考

(

誘
導
的)

応
札
量
増
加

C. 価格規律
の見直し

C-a.起動費取り漏れ分の
事後精算※

※持ち下げ供出時における
ΔkW価格算定の検討も含む

需給調整市場への応札
インセンティブの増加

【決定】
第3回

制度監視
(11/15)

2026前日取引化で
解決が見込めるもの
ではない

D.一次・二次①
に関する並列
必須条件の
見直し

D-a.TSOによる代替ΔkW
確保

揚水リソースの一次・二次
①への供出障壁緩和

【決定】
第94回TF
(6/28)

前日化により運転
見通しが立てば一定
程度解決が図れるか

D-b.TSOによる揚発並列 〃
【決定】

第94回TF
(6/28)

〃

D’.複数ユニット
持ち下げ供出
リスク対策

D'.一次・二次①が含まれる
商品のアセスメント緩和

一次・二次①の供出
インセンティブの増加

【決定】
第52回
本小委
(12/5)

2026前日取引化で
解決が見込めるもの
ではない

(

規
制
的)

応
札
量
増
加

E.需給調整
市場における
制度的供出
義務化

E.制度的措置の検討 応札量の増加
-検討中-
第54回
本小委

技術的な検討は
概ね完了

全商品の前日取引化 同時市場/次期中給

（導入する際は）
早くて2026～

市場GL改定後
（2025年度～）

一部
開始

一部
開始

準備出来次第
（システム改修)

◼ また、応札量の増加に関しては、2026年度の前日取引化により、週間に比べて応札余力の増加が見込まれるため、
一定程度解決が見込める（時間が解決する課題である）とも考えられる。

◼ 一方、前日取引化により本質的な解決が見込めないものも存在しており、このうち、起動費取漏れリスクについては
価格規律、複数ユニットの持ち下げ供出リスクについてはアセスメント緩和といった誘導的措置による対応を進めつつ、
その他、制度的措置と同時導入を目指す（あるいはそれ以降が望ましい）誘導的措置に関しても検討中である。



16需給調整市場の応札不足対応一覧（３／３）

◼ 価格面（上限価格）の対応や、その他の取組事項については下表のとおり。

◼ これら（上限価格除く）は、調整力提供者目線で供出インセンティブ拡大となる（応札不足解消に資する）だけ
でなく、一般送配電事業者による再エネ余剰時の運用改善（それに伴う再エネ出力制御量の低減等）にも資する
取組みとなる（早期実現に向けては、システム改修に依らず対応できる方策がないか含めて引き続き検討中）。

対策 取組事項 詳細取組 想定されうる効果 審議会 2024 2025 2026 2027
2028
以降

備考

価
格
面
の

対
応

F.三次②上限
価格設定

F-a.上限価格設定 三次②価格の高騰抑制
-検討中-
第51回

TF

市場退出や前日取引
化による応札の偏りに
留意が必要

そ
の
他

異常時（電源
脱落）対応

異常時対応調整力の
商品要件の見直し

①市場を通じたポンプ応札
の経済的な調達、運用

（暫定対策からの昇級）
②EPPSの活用

-検討中-
第47回
本小委

①再エネ余剰時は、
異常時対応必要量
に限り、ΔkW電源を
停止し、ポンプを認可
②検証中

GF機能と一次
要件の考え方の
乖離対策

一次供出可能量の見直し
一次供出可能量の増加
（調達量増加）

【決定】
第49回
本小委
(7/30)

一次のアセスメントⅡ
の見直しも併せて実施

新規リソースの
検討

変動性再エネの
調整力活用

調整力供出量の増加
-検討中-
第50回
本小委

調整力リソースと
なれば同時市場でも
活用可能

同時市場/次期中給

前日取引になれば、
予測誤差が小さくなり、
参入障壁も下がるか

②

①システム改修
(2026)

全商品の前日取引化

取引規程・ガイド改定後
（2025年度～）
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※1 二次②・三次①前日追加調達の一時中断、※2 募集量の一定割合の圧縮、※3 三次②の効率的調達
※4 揚水随意契約に伴う募集量の見直し（7/20受渡分～中部エリア）
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2024年度の取引実績（概要）

◼ 2024年4月より、需給調整市場の全商品の取引が開始されたものの、全商品において募集量に対する応札量の
未達が発生した。またそれに伴う前日取引である三次②調達費用の高騰も大きな課題となった。

◼ これらについては、全国大でみれば、特に一次、二次①においては依然として募集量と応札量の乖離が大きいところ
ではあるものの、前章の応札不足への対応等を通じて、少しずつ改善傾向も見受けられるところ。

◼ 更なる応札不足対応（実施準備中のもの、現在検討中のもの）により、より一層の改善を目指したい。

＜二次②＞＜一次＞ ＜二次①＞

＜三次①＞ ＜三次②＞＜複合商品＞

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量・応札量は全8ブロック合計値

※1 ※2 ※3

※4
※4

※4
※4

※4

未達量



19取引実績（一次）：概要

◼ 凡そ一定の募集量（25,000～27,000MW/日）に対し、2割未満の応札量、落札量（約5,000MW/日）で
推移し、不足率（不足量/募集量）としては80%程度といった状況。

◼ エリア別では、東京・中部エリア※においては年間を通しての不足率の高さ（応札がない日も多数あり）が目立った
一方で、北海道エリアにおいては、4月中旬以降は募集量をほぼ充足できている状況であった（次頁参照）。

【募集量、応札量、落札量（全国エリア）】 【不足量、不足率（全国エリア）】

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量
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※ 中部エリアは揚水随意契約に伴い募集量見直しを実施（7/20受渡分より）



20（参考） 取引実績（一次）：エリア別

◼ 東京・中部エリアにおいて、年間を通して不足率の高さが目立つ状況であった。（応札がない日も多数あった）

◼ 北海道エリアに関しては、4月当初は不足率が30%程度あったが、以降は概ね募集量を充足している。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量
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＜北海道＞ ＜東北＞ ＜東京＞

＜中部＞ ＜北陸＞ ＜関西＞

＜中国＞ ＜四国＞ ＜九州＞

※揚水随意契約に伴う
募集量見直し（7/20～）



21取引実績（二次①）：概要

◼ 凡そ一定の募集量（22,000～24,000MW/日）に対し、当初の応札量（5,000～6,000MW/日）に比べ、
至近では約10,000MW超/日と増加傾向であり、不足率も徐々に改善が見られるが未だ60%程度はある状況。

◼ エリア別では、一次と同様、東京・中部エリア※においては年間を通して不足率の高さ（応札がない日も多数あり）
が目立った一方で、北海道・北陸エリアにおいては（至近では中国・九州エリアも）募集量をほぼ充足できている
状況であった（次頁参照）。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量

【募集量、応札量、落札量（全国エリア）】 【不足量、不足率（全国エリア）】
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※ 中部エリアは揚水随意契約に伴い募集量見直しを実施（7/20受渡分より）



22（参考） 取引実績（二次①）：エリア別

◼ 東京・中部エリアにおいては、年間を通して不足率の高さが目立つ状況であった一方で、北海道・北陸エリアでは
年間を通して（至近では中国・九州エリアにおいても）ほぼ募集量を充足できている状況であった。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量

＜北海道＞ ＜東北＞ ＜東京＞

＜中部＞ ＜北陸＞ ＜関西＞

＜中国＞ ＜四国＞ ＜九州＞
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※揚水随意契約に伴う
募集量見直し（7/20～）



23取引実績（二次②）：概要

◼ 凡そ一定の募集量（12,000～14,000MW/日）に対し、全国大で見れば、ほぼ充足するような応札量・落札量
で推移しており、他の商品と比較すると調達状況は芳しく、至近での不足率は10%程度といった状況。

◼ エリア別では、年間で見ると、特に中部エリア※では応札量の少なさが目立った一方、募集量を充足できているエリア
も多数あった状況（次頁参照）。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量

【募集量、応札量、落札量（全国エリア）】 【不足量、不足率（全国エリア）】
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※ 中部エリアは揚水随意契約に伴い募集量見直しを実施（7/20受渡分より）



24（参考） 取引実績（二次②）：エリア別

◼ 中部エリアについては、年間を通じて不足率は高めの状況。（応札量が少ない状況）

◼ 一方、北海道エリアでは6月頃まではほぼ応札がなかったが、以降は応札量が増え、調達率の改善が見られた。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量
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＜中部＞ ＜北陸＞ ＜関西＞

＜中国＞ ＜四国＞ ＜九州＞

※揚水随意契約に
伴う募集量見直し
（7/20～）

※



25取引実績（三次①）：概要

◼ 凡そ一定の募集量（38,000～40,000MW/日）に対し、当初の応札量（約20,000MW/日）に比べ、至近
では約30,000MW/日と増加傾向であり、不足率も約30%程度と改善傾向が見られる状況であった。

◼ エリア別では、二次②と同様に、年間で見ると、特に中部エリア※では応札量の少なさが目立った一方で、募集量を
充足できているエリアも多数あった状況（次頁参照）

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量

【募集量、応札量、落札量（全国エリア）】 【不足量、不足率（全国エリア）】
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※ 中部エリアは揚水随意契約に伴い募集量見直しを実施（7/20受渡分より）



26（参考） 取引実績（三次①）：エリア別
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

募集量、応札量、落札量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量

◼ 東京・中部エリアについては、年間を通じて不足率は高めの状況。（特に中部エリアの応札量が少ない状況）

◼ 一方、北海道エリアでは6月頃まではほぼ応札がなかったが、以降は応札量が増え、調達率の改善が見られた。
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＜中部＞ ＜北陸＞ ＜関西＞

＜中国＞ ＜四国＞ ＜九州＞

※揚水随意契約に
伴う募集量見直し
（7/20～）

※



27取引実績（複合商品）：概要

◼ ほぼ一定の募集量（48,000MW/日）に対し、当初の応札量（約20,000MW/日）に比べ、至近では
30,000MW超/日と増加傾向であり、不足率も至近では30～40%程度と改善傾向が見られる状況であった。

◼ エリア別では、二次②、三次①と同様、特に中部エリア※では応札量の少なさが目立った一方、募集量を充足できて
いるエリアも多数あった状況（次頁参照）

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量

【募集量、応札量、落札量（全国エリア）】 【不足量、不足率（全国エリア）】
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※ 中部エリアは揚水随意契約に伴い募集量見直しを実施（7/20受渡分より）



28（参考） 取引実績（複合商品）：エリア別

◼ 東京・中部エリアについては、年間を通じて不足率は高めの状況。（特に中部エリアの応札量が少ない状況）

◼ 一方、北海道エリアでは6月頃まで応札が少なかったが、以降は応札量が増え、調達率の改善が見られた。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量
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＜中部＞ ＜北陸＞ ＜関西＞

＜中国＞ ＜四国＞ ＜九州＞

※揚水随意契約に
伴う募集量見直し
（7/20～）

※



29取引実績（三次②）：概要

◼ 前日商品である三次②の取引としては、二次②・三次①の前日追加調達を一次中断（5月1日受渡分から）や
過去実績をもとに元の募集量に一定割合を乗じた募集量への見直し（6月1日受渡分から）、 まずもっての市場
調達量を従来の3σから1σとする効率的な調達の導入（7月1日受渡分から）等を通じて、募集量が圧縮された
影響もあり、不足率は大きく改善している。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量

【募集量、応札量、落札量（全国エリア）】 【不足量、不足率（全国エリア）】
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30（参考） 取引実績（三次②）：エリア別

◼ 二次②・三次①の前日追加調達を一次中断や一定割合を乗じた募集量への見直し、効率的な調達の導入等を
通じて、4月当初に比べ募集量が大きく減少しており、不足率も大幅に改善傾向にある。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量
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」

需給調整市場における課題一覧 【2025年度予定】

◼ 2025年度においては、引き続き応札不足に関する課題検討（揚水の市場活用や制度的措置、ならびに市場外
調整力等）を実施しつつ、必要に応じ、三次②の30分コマ化後のフォローアップ実施、また、変動性再エネの活用
等の将来的な課題に関する検討も順次進めていくこととしたい。

商品 No 課題 詳細

一次 1-1 広域調達 2027年度（二次①広域調達開始）以降の広域調達の在り方

二次①

二次②

三次①

三次② 5-1 必要量 2025年度事後検証・2026年度事前評価および必要量低減の取り組み

複合商品 6-1 一次アセスメント 一次のみのアセスメント方法の検討

共通
7-1
7-2
7-3

緊急時調整力
専用線
再エネ活用

緊急時（電源脱落）の調整力の調達方法
低コスト方式の拡大
将来の変動性再エネの調整機能の活用方法

応札不足
8-1
8-2
8-3

揚水発電
制度的措置
市場外調整力

揚水発電所の市場活用における課題整理（揚水公募等）
制度的措置に係る残論点の整理
市場外調整力の実態調査および募集量からの控除検討

赤字：2025年度から追加の課題 黒字：2024年度からの継続課題



33需給調整市場における課題の検討スケジュール（2025年度以降）

年度 2025 2026 2027 2028以降

広域運用 （二次①を除く全商品） 二次①（2026年度）

広域調達 （二次①を除く全商品） 二次①（2027年度）

市場取引 （全商品） 全商品の前日取引化 同時市場/次期中給運開

商品 No 課題

三次② 5-1 必要量

共通 7-1 緊急時調整力

応札不足 8-1
8-2
8-3

揚水発電
制度的措置
市場外調整力

【2026年度に向けた課題】

商品 No 課題

複合 6-1 一次アセスメント

共通 7-2
7-3

専用線
再エネ活用

【2028年度以降に向けた課題】

※詳細な検討期限なし

（課題No）
関係個所での
準備期間

小委における
検討期限

＜凡例＞

※ 検討状況によっては2026年度以降も継続

【2027年度に向けた課題】

商品 No 課題

一次 1-1 広域調達

1-1

5-1、7-1
8-1、8-2、8-3



34論点整理 [一次] 赤字：今回追加
青字：検討再開条件

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

1-1

1ルート連系
エリアにおける
広域調達可否
と開始時期

✓ 2024年度から、
交流連系されている
エリアにおいて、一次
の広域調達を開始

✓ 2024年度以降の取引実績を踏まえた
2027年度（二次①広域調達開始）
以降の広域調達の在り方

✓ 2024年度以降の取引実績を踏まえた
運用容量フリンジとΔkWマージンの取扱い



35論点整理 [二次①、二次②、三次①]

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

赤字：今回追加
青字：検討再開条件



36論点整理 [三次②]

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

5-1

2025年度事後
検証・2026年
度事前評価およ
び必要量低減
の取り組み

✓ アンサンブル予測開
始

✓ 効率的な調達開始

✓ 取引単位時間30
分化開始

✓ 更なる気象精度向上の取り組み

✓ 更なる必要量低減の取り組み

赤字：今回追加
青字：検討再開条件



37論点整理 [複合商品]

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

6-1
一次のみの
アセスメント方法
の検討

✓ 一次を含めて許容
範囲を設定

✓ 複合された応動から一次の応動のみを切り
出したアセスメントの方法

赤字：今回追加
青字：検討再開条件



38論点整理 [共通]

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

7-1

緊急時（電源
脱落）対応の
調整力確保方
法

✓ 再エネ余剰時はポンプ
に持ち替え、ΔkW約
定リソースを停止

✓ ポンプ遮断の要件を
整理

✓ EPPS考慮による必要量見直しの検討

✓ 早期の（簡易的な）対応方法の検討

7-2
低コスト方式の
専用線の拡大
可否

✓ 10MW未満かつ上位
2電圧以外は電柱方
式可

✓ 電柱方式の拡大

7-3
将来の変動性
再エネ調整機能
の活用方法

✓ 変動性再エネの調整
機能の活用を目指す

✓ 対象は市場連動型の
FIP電源

✓ 技術面の課題

✓ 制度面の課題（市場への応札）

赤字：今回追加
青字：検討再開条件



39論点整理 [応札不足]

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

8-1
揚水発電所の
市場活用におけ
る課題整理

✓ 揚水公募量の控除
方法やポンプアップ
原資の確保方法の
対応案の整理

✓ 契約価格の在り方

✓ 池全体の水位管理の在り方

8-2
制度的措置に
係る残論点の
整理

✓ 制度的措置に関す
る基本的な考え方
や個別論点を整理
（技術面の検討）

✓ 誘導的措置の検討漏れ確認

✓ 将来シナリオ想定

✓ システム改修等費用の回収可否

8-3

市場外調整力
の実態調査およ
び募集量からの
控除検討

✓ 需給調整市場非参
入電源の自然体余
力（領域②）は、
現状、大宗のエリア
でほぼセロ

✓ 需給調整市場参入電源における余力

✓ 控除できる蓋然性

赤字：今回追加
青字：検討再開条件



40目次

1. 2024年度の検討状況（応札不足対応一覧）

2. 2024年度の取引実績

3. 2025年度以降の検討すべき課題の整理

（参考）需給調整市場に関する審議会動向（課題検討状況）

（参考）要件変更等のスケジュール



412024年度の需給調整市場の審議会動向① ～全商品取引開始と未達問題～

◼ 2024年4月より、需給調整市場の全商品の取引が開始されたものの、全商品において募集量に対する応札量の
未達が発生。前日取引については調達費用の高騰も大きな課題となった。

◼ 第91回制度検討作業部会（以下、「TF」という）（4月22日）において、前日取引における単価高騰に対する
応急的な対策として「二次②・三次①追加調達の一時中断」や「三次②上限価格の設定」、市場供出の促進策と
して「価格規律の設定や市場供出の義務化」等が示され議論を実施した。

◼ この結果、4月30日取引分（5月1日受渡分）より、単価高騰に対する応急的な対策として、二次②・三次①
追加調達を一時的に中断し、前日取引の募集量を削減している。（現在も中断中※ ）

※ 「措置を終了し募集量が増加しても、一定の競争原理が働く状態」 にまで応札がなされていることが中断解除の判断目安

出所）第91回制度検討作業部会（2024年4月22日）資料4
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/091_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/091_04_00.pdf


42（参考） 市場の課題に対する「応急対策」の基本的な考え方

出所）第47回需給調整市場検討小委員会（2024年5月15日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_47_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_47_haifu.html
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◼ 前日取引の単価高騰に対する応急的な対策である「二次②・三次①の前日追加調達の一時中断」については、
2024年4月30日取引分（2024年5月1日受渡分）から適用され、現在も継続している。

（参考） 二次②・三次①の前日追加調達一時中断に関するお知らせ

出所）2024年4月26日および2024年5月30日 電力需給調整力取引所 お知らせをもとに作成
https://www.eprx.or.jp/j_information/cat/

https://www.eprx.or.jp/j_information/cat/
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◼ 第92回TF（5月10日）において、市場未達問題に対して、まずは市場における競争性の確保が重要と位置付け、
「応札量を増やす取組」と「募集量を減らす取組※」に取り組んでいくこととされた。

◼ 応札量の増加は、本来的に目指すべき方向であり、応札要件や価格規律の緩和等の誘導的手法と、応札義務化
のような規制的手法が考えられるが、応札義務化や上限価格の設定には慎重な検討が必要である。また、誘導的
手法についても実効性は応札事業者の行動に依存するため、効果が得られるには一定の時間を要すると考えられる。

◼ したがって、応札量増加の検討と並行して、より即効性の高い募集量の削減※についての検討を急ぐ方向となった。

2024年度の需給調整市場の審議会動向② ～市場における競争力の確保～

※ 市場における募集量の削減は、足元の募集量と応札量の大幅な不均衡を解消するための暫定的措置の位置付け

出所）第92回制度検討作業部会（2024年5月10日）資料4
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/092_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/092_04_00.pdf
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◼ 応札量増加と募集量削減における具体的な取組とその効果・懸念点は下表のとおり（下表のA～F）であり、
早急に国とも連携（役割分担）しながら、各種対応策の検討について、対応の方を進めている。

（参考） 応札量を増やす取組と募集量を減らす取組について

出所）第92回制度検討作業部会（2024年5月10日）資料4
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/092_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/092_04_00.pdf


46（参考） 募集量を減らす取組について

◼ 募集量削減の取組としては、（Ａ）調達募集量の見直し、（Ｂ）揚水発電の公募調達について検討。

出所）第92回制度検討作業部会（2024年5月10日）資料4
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/092_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/092_04_00.pdf


47（参考） 応札量を増やす取組について

◼ 応札量増加の取組としては、（C）価格規律の見直し、（D）一次・二次①に関する並列必須要件の見直し、
について検討。

出所）第92回制度検討作業部会（2024年5月10日）資料4
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/092_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/092_04_00.pdf


48（参考） 慎重な検討が必要とされた取組について

出所）第92回制度検討作業部会（2024年5月10日）資料4
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/092_04_00.pdf

◼ 収支面の考慮や新規リソース退出の懸念より、慎重な検討が必要とされている（E）制度的な供出義務化と、
（F）三次②の上限価格設定についても一部検討。

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/092_04_00.pdf


492024年度の需給調整市場の審議会動向③-1 ～応札障壁の調査～

◼ 第47回本小委員会（5月15日）において、足元の応札不足の原因調査として実施した取引会員へのアンケート
結果をもとに、調整力提供者にとっての応札障壁を検討アプローチごとに整理した。（次頁参照）

◼ また、応札不足対応の方向性としては、第45回本小委員会（2024年2月7日）において示したとおり、
①技術的検討（リクワイアメント・ペナルティの緩和）、②金銭的調整（応札インセンティブの増加）、
③規制的措置、の３つのアプローチを基本とする。

出所）第47回需給調整市場検討小委員会（2024年5月15日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_47_haifu.html
出所）第45回需給調整市場検討小委員会（2024年2月7日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_45_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_47_haifu.html
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_45_haifu.html


502024年度の需給調整市場の審議会動向③-2 ～応札障壁へのアプローチ～

◼ 応札障壁への検討アプローチにおいて、検討項目のうち、特に技術的検討が必要となる項目（下図赤枠）について
広域機関が主体となって、引き続き、国および電力需給調整力取引所 （以下、「EPRX」という）とも連携のうえ、
検討を進めることとした。

出所）第47回需給調整市場検討小委員会（2024年5月15日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_47_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_47_haifu.html


51（参考） 取引会員へのアンケートについて

出所）第47回需給調整市場検討小委員会（2024年5月15日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_47_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_47_haifu.html


522024年度の需給調整市場の審議会動向④-1 ～三次②募集量の見直し～

※1 過去一定期間（直近約1カ月）における全エリア・ブロック別での調達率平均。今後の取引状況を踏まえ必要に応じて見直し

※2 「措置を終了し募集量が増加しても、一定の競争原理が働く状態」 にまで応札がなされていることが圧縮解除の判断目安

◼ 第93回TF（5月27日）において、三次②募集量見直し案として、まずもって週間・前日断面で算出される募集量
に対して一定の割合（募集量削減係数）※1を乗じることで圧縮する方法（案A-a）が示され議論を実施した。

◼ この結果、5月31日取引分（6月1日受渡分）より、三次②の募集量の圧縮を実施※2。

出所）第93回制度検討作業部会（2024年5月27日）資料4
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/093_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/093_04_00.pdf


53（参考） 三次②募集量の見直しに関するお知らせ

出所）2024年5月30日 電力需給調整力取引所 お知らせをもとに作成
https://www.eprx.or.jp/j_information/cat/

https://www.eprx.or.jp/j_information/cat/
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出所）第93回制度検討作業部会（2024年5月27日）資料4
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/093_04_00.pdf

（参考） 募集量削減施策終了のタイミング

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/093_04_00.pdf


552024年度の需給調整市場の審議会動向④-2 ～三次②募集量の見直し～

◼ 6月1日受渡分より開始した募集量削減係数について、「係数が毎月減少してしまう（増加しない）」、「エリア毎の
特徴が反映できない（全国一律）」、「余力活用コストと調整力調達コストの総額低減が図れない」といった課題が
あったため、第96,97回TF（9月27日、10月30日）において、これらの課題を解決するように、「エリア別で分子を
応札量とすることで毎月増減し、余力調達コストと市場調達コストが逆転する点で募集量を削減できること」を反映
した新たな募集量削減係数が提案され、11月1日受渡分（10月31日取引分）より適用を開始した。

出所）第97回制度検討作業部会（2024年10月30日）資料6
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/097_06_00.pdf

下期

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/097_06_00.pdf


562024年度の需給調整市場の審議会動向⑤ ～三次②の効率的な調達～

◼ 第48回本小委員会（6月26日）および第94回TF（6月28日）において、週間商品（二次②・三次①）と
同様に、三次②の効率的な調達方法として、前日に1σ相当値※を調達し、3σ必要と想定される断面では余力
活用にて追加調達を行う方法（案A-c）が示され議論を実施した。

◼ この結果、6月30日取引分（7月1日受渡分）より、三次②の効率的な調達が開始された。

◼ また、三次②の効率的な調達と案A-a（一定割合を乗じた募集量削減）と組み合わせで実施する期間においては、
実質的に買い行動（余力活用対応）のみとなるため、三次②余剰分の時間前市場への売り入札（領域a）に
ついては、同タイミングより一時中断とすることとなった。

出所）第94回制度検討作業部会（2024年6月28日）資料3
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/094_03_00.pdf

※ 1σ相当値が、3σ相当値に一定割合を乗じた値（案A-a）より小さい断面では、1σ相当値を募集量とする

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/094_03_00.pdf


57（参考） 三次②の効率的な調達の開始に関するお知らせ

出所）2024年6月28日 電力需給調整力取引所 お知らせをもとに作成
https://www.eprx.or.jp/j_information/cat/

https://www.eprx.or.jp/j_information/cat/


58（参考） 三次②の時間前市場での売却について（領域a）

出所）第94回制度検討作業部会（2024年6月28日）資料3
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/094_03_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/094_03_00.pdf


592024年度の需給調整市場の審議会動向⑥ ～揚水発電の随意契約～

◼ 第98回制度設計専門会合（6月25日）において中部エリアよりブラックスタート機能契約のある揚水機のΔkWを
随意調達したい旨の申出があり、当該エリアのΔkW未達状況も踏まえて随意契約によるΔkWの調達が認可された。

◼ その後、第48回本小委員会（6月26日）および第94回TF（6月28日）において、具体的な募集量削減案が
示され議論を実施した。

◼ この結果、中部電力PGと調整力提供事業者との間で揚水発電の運用権貸与に関する随意契約が締結され、
7月16日取引分（7月20日受渡分）より、本契約を元にした週間商品の募集量控除を行うこととなった。

◼ なお、応札不足対応としての揚水発電の公募（BGからTSOに運用主体を戻す仕組み等）については、将来制度
（同時市場）との連続性も踏まえて引続き検討中である。

出所）第98回制度設計専門会合（2024年6月25日）資料5
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/098_05_00.pdf

https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/098_05_00.pdf
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◼ 第48回本小委員会（6月26日）において、揚水公募量の扱いとして２つの案が示された。

➢ 案１：揚水公募量を市場の募集量から一律控除する案

➢ 案２：調整力供出可能量をTSOが市場に応札する案

（参考） 揚水公募量の扱いについて（市場の募集量との関係性）

出所）第48回需給調整市場検討小委員会（2024年6月26日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_48_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_48_haifu.html
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◼ 第94回TF（6月28日）において、本小委員会で示された２つの案を比較した結果、現状との整合性を踏まえると、
案１の方が現実的であると整理された。

◼ 案２は池運用の制約などからTSOでも応札が難しいと評価されたが、現在の週間商品の前日取引化が開始される
2026年度以降であれば本対応が望ましいと整理されている。

出所）第94回制度検討作業部会（2024年6月28日）資料3をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/094_03_00.pdf

（参考） 随意契約による揚水運用権貸与に伴う募集量削減の考え方

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/094_03_00.pdf


62（参考） 中部エリアにおける揚水発電機の随意契約に伴う募集量控除に関するお知らせ

出所）2024年7月12日 電力需給調整力取引所 お知らせ
https://www.eprx.or.jp/j_information/cat/

https://www.eprx.or.jp/j_information/cat/


632024年度の需給調整市場の審議会動向⑦-1 ～価格規律等の検討状況～

◼ 事業者の応札障壁となっている起動費の取り漏れリスクに関しては、第98回制度設計専門会合（6月25日）
において、２つの事後精算案が示されたが、TSOが起動判断を行う際のアセスメントの取扱いや広域調達した起動
供出札に対する起動指令方法等の実務的な課題が多いという難点があった。

◼ この点、第99,100回制度設計専門会合（7月30日、8月27日）において、事後的に起動費の取り漏れ分を
精算するだけであれば、既に起動費の取過ぎ分の事後精算は実施しているため、実務的に対応可能であることから、
起動費の織り込み方法に一定のルールを定めた具体的な案にて検討を進めていく方向となった。

出所）第99回制度設計専門会合（2024年7月30日）資料4
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/099_04_00.pdf

出所）第100回制度設計専門会合（2024年8月27日）資料3
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/100_03_00.pdf

https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/099_04_00.pdf
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/100_03_00.pdf
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出所）第98回制度設計専門会合（2024年6月25日）資料5
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/098_05_00.pdf

（参考） 起動費をΔkW価格に計上せず事後精算する案について

https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/098_05_00.pdf


65（参考） 起動費をΔkW価格に計上した上で事後精算する案について

出所）第100回制度設計専門会合（2024年8月27日）資料3
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/100_03_00.pdf

https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/100_03_00.pdf


662024年度の需給調整市場の審議会動向⑦-2 ～価格規律等の検討状況～

◼ その後、第1回制度設計・監視専門会合（2024年9月30日）にて、2025年度より新たにMMSに起動費情報
を登録できるようになることから、起動費の入札ブロックへの計上方法を現在と同じ按分計上とすることや、最低出力
までの機会費用はスポット市場価格実績を引用する等の一部論点の深堀が実施され、2025年度受渡分の取引
から起動費の事後精算を実施する方向で需給調整市場ガイドラインが改定されることとなった。

出所）第1回制度設計・監視専門会合（2024年9月30日）資料8
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/001_08_00.pdf

下期

https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/001_08_00.pdf
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出所）第1回制度設計・監視専門会合（2024年9月30日）資料8
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/001_08_00.pdf

（参考） 起動費事後精算案の個別論点（一部抜粋）

https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/001_08_00.pdf


682024年度の需給調整市場の審議会動向⑦-3 ～価格規律等の検討状況～

◼ 起動費事後精算の付随論点として、第1回制度設計・監視専門会合（9月30日）より、落札電源の実需給断
面における経済差替の運用見直しの検討がなされた。

◼ こちら現状（2023年度以降）、経済差替時は、ΔkW価格の差替が必須となっていたが、発電事業者にとって経
済合理的な電源運用を行うインセンティブがなくなった状況となっていることを発端に、差替により生じた利益の帰属
等の整理を実施し、従来（2022年度まで）のように、経済差替時においてΔkW価格の差替を不要とする整理が
なされ、2025年度より運用見直しが実施されることとなった。

出所）第3回制度設計・監視専門会合（2024年11月15日）資料6
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/003_06_00.pdf

出所）第1回制度設計・監視専門会合（2024年9月30日）資料8
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/001_08_00.pdf

下期

https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/003_06_00.pdf
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/001_08_00.pdf


692024年度の需給調整市場の審議会動向⑦-4 ～価格規律等の検討状況～

◼ 持ち下げ供出を実施する際、起動供出側（親）が不落とならないことが前提であるため、現状は持ち下げ供出側
（子）入札価格を親より高く設定した上で、事後的に子の入札価格が精緻となるよう精算する仕組みとなっている。

◼ 一方で、本小委員会で実施した事業者アンケートでは、上記の仕組みが煩雑であるといったご意見があり、
第3回制度設計・監視専門会合（11月15日）において、持ち下げ供出に伴い精算が煩雑となるリスクの検討・
議論が行われ、価格規律面での対応策として、「起動供出機（親）及び持ち下げ供出機（子）のΔkW単価から
算出した加重平均単価を全ユニットの入札単価」とする方向性の整理がなされたところ。

出所）第3回制度設計・監視専門会合（2024年11月15日）資料6
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/003_06_00.pdf

下期

https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/003_06_00.pdf


702024年度の需給調整市場の審議会動向⑦-5 ～価格規律等の検討状況～

◼ 他方で、仮に価格規律の見直しにより応札が誘引されたとしても、応札余力がなければ効果は限定的となるため、
週間取引（特に一次・二次①）の応札がほとんどない状態となっている東京および中部エリアに属する発電事業者
と小売事業者に対して、週間時点で供出可能な余力を週間取引に応札できる余地についての確認がなされた。

◼ 結果として、当該事業者から週間取引の応札拡大に向けた取組を進めていく旨の前向きな回答があったところ。

出所）第99回制度設計専門会合（2024年7月30日）資料4
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/099_04_00.pdf

https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/099_04_00.pdf


71（参考） 東京及び中部以外のエリアでの旧一般電気事業者の対応状況

出所）第99回制度設計専門会合（2024年7月30日）資料4
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/099_04_00.pdf

https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/099_04_00.pdf


72（参考）[一次] （課題1-2）
一次調整力における供出可能量の考え方の見直し

出所）第49回需給調整市場検討小委員会（2024年7月30日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_49_haifu.html

2024年度の課題

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_49_haifu.html


73（参考）[一次～三次①] （課題1-3, 2-1, 3-1, 4-1）
2026年度からの前日取引化に伴う課題整理

出所）第53回需給調整市場検討小委員会（2025年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_53_haifu.html

出所）第52回需給調整市場検討小委員会（2024年12月5日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_52_haifu.html

2024年度の課題

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_53_haifu.html
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_52_haifu.html
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◼ 現行の週間取引が前日取引になることに伴い、週間取引において考慮していた需給変動リスク分が減少するため、
応札余力の増加が見込まれる。

◼ 加えてスポット市場取引後の応札となるため、応札単価に含まれる逸失利益※におけるボラティリティが精緻化される
ため、応札単価の適正化が期待できる。

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023年1月24日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html

（参考） 前日取引化により期待できる効果

※週間取引時はスポット市場、前日取引時は時間前市場に応札できなくなる不利益分を計上

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_35_haifu.html


75（参考）[共通] （課題7-1-1）
揚水発電所の市場活用における課題整理 （並列必須要件）

出所）第48回需給調整市場検討小委員会（2024年6月26日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_48_haifu.html

2024年度の課題

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_48_haifu.html


76（参考）[共通] （課題7-1-1）
揚水発電所の市場活用における課題整理 （揚水公募）

出所）第48回需給調整市場検討小委員会（2024年6月26日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_48_haifu.html

2024年度の課題

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_48_haifu.html


77（参考）[共通] （課題7-1-2）
複数ユニットの持ち下げ供出リスクへの対応

出所）第52回需給調整市場検討小委員会（2024年12月5日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_52_haifu.html

2024年度の課題

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_52_haifu.html
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出所）第53回需給調整市場検討小委員会（2025年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_53_haifu.html

（参考）[共通]（課題7-1-3）
制度的措置に係る基本的な考え方や具体的な論点 （1/2） 2024年度の課題

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_53_haifu.html


79（参考）[共通]（課題7-1-3）
制度的措置に係る基本的な考え方や具体的な論点 （2/2） 2024年度の課題

出所）第53回需給調整市場検討小委員会（2025年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_53_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_53_haifu.html


80（参考）[共通]（課題7-2）
緊急時（電源脱落）の調整力の調達方法

出所）第47回需給調整市場検討小委員会（2024年5月15日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_47_haifu.html

2024年度の課題

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_47_haifu.html


81（参考）[共通]（課題7-4）
将来の混雑系統からの調整力の調達の在り方

出所）第50回需給調整市場検討小委員会（2024年9月30日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_50_haifu.html

出所）第5回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2025年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_5_04.pdf

2024年度の課題

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_50_haifu.html
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_5_04.pdf


82（参考）[共通]（課題7-5）
系統分離時の運用影響や系統特性定数自体の見直し

出所）第1回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年7月19日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_05.pdf

出所）第5回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2025年1月24日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_5_03.pdf

2024年度の課題

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_05.pdf
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_5_03.pdf


83（参考）[共通]（課題7-6）
将来の変動性再エネの調整機能の活用方法 2024年度の課題

出所）第50回需給調整市場検討小委員会（2024年9月30日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_50_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_50_haifu.html
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852025年度以降の商品区分・要件について

◼ 2025年以降の商品区分および要件（将来的に要件変更が予定されているものは赤字）は下表のとおり。

一次調整力 二次調整力① 二次調整力② 三次調整力① 三次調整力②

英呼称
Frequency Containment

Reserve
(FCR)

Synchronized Frequency 
Restoration Reserve

(S-FRR)

Frequency Restoration
Reserve
(FRR)

Replacement
Reserve

(RR)

Replacement
Reserve-for FIT

(RR-FIT)

指令・制御 オフライン（自端制御） オンライン（LFC信号） オンライン(EDC信号) オンライン(EDC信号) オンライン

監視
オンライン

（一部オフラインも可※1）
オンライン オンライン オンライン オンライン

回線 専用線のみ
（オフライン監視の場合は不要）

専用線のみ
専用線 または
（簡易指令システム※2）

専用線 または
簡易指令システム

専用線 または
簡易指令システム

入札時間単位 3時間※4 3時間※4 3時間※4 3時間※4 30分※5

応動時間 10秒以内※6 5分以内 5分以内 15分以内 60分以内※5

継続時間 5分以上※6 30分以上※4 30分以上※4 3時間※4 30分※5

並列要否 必須 必須 任意 任意 任意

指令間隔 －（自端制御） 0.5～数十秒
専用線：数秒～数分
（簡易指令システム※3：５分）

専用線：数秒～数分
簡易指令システム：５分

30分

監視間隔 1～数秒※1 1～5秒程度
専用線：1～5秒程度
（簡易指令システム※3：1分）

専用線：1～5秒程度
簡易指令システム：1分

1～30分※7

供出可能量
(入札量上限)

10秒以内に出力変化可能な量
（機器性能上のGF幅を上限）

5分以内に出力変化可能な量
（機器性能上のLFC幅を上限）

5分以内に出力変化可能な量
(オンラインで調整可能な幅を上限)

15分以内に出力変化可能な量
(オンラインで調整可能な幅を上限)

60分以内※5に出力変化可能な量
(オンラインで調整可能な幅を上限)

最低入札量 1MW 1MW 1MW 1MW １MW

刻み幅
（入札単位）

1kW 1kW 1kW 1kW 1kW

上げ下げ区分 上げ／下げ※2 上げ／下げ※2 上げ／下げ※2 上げ／下げ※2 上げ／下げ※2

※1 事後に数値データを提供する必要有り
※2 現行は上げ区分のみ調達
※3 休止時間を反映した簡易指令システム向けの指令値を作成するための中給システム改修の完了後に開始

（2024年度以降準備ができたエリアから順次適用）
※4 2026年度より「30分」に変更予定

※5 入札時間単位「30分」応動時間「60分以内」、継続時間「30分」に変更（2025年度より適用）
※6 オフライン監視の場合、応動時間「30秒以内」、継続時間「設定なし」（2025年度より適用）
※7 30分を最大として、事業者が収集している周期と合わせることも許容



86需給調整市場において予定されている要件変更とスケジュール（一次）

◼ 今後、システム改修等を踏まえて要件等の変更を予定している点は以下のとおりです。
（青字：変更予定箇所、赤字：審議された需給調整市場検討小委員会の回数と資料番号）

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 時期未定※1

回線 ー
専用線

（監視がオフラインの
場合は不要）

専用線
（監視がオフラインの

場合は不要）

専用線
（監視がオフラインの

場合は不要）

同左

商品ブロック ー 3時間 3時間
30分

応動時間 ー 10秒以内

10秒以内
（監視がオフラインの
場合は30秒以内）

10秒以内
（監視がオフラインの
場合は30秒以内）

継続時間 ー 5分以上

5分以上
（監視がオフラインの

場合はなし）

5分以上
（監視がオフラインの

場合はなし）

指令間隔 ー
ー

（自端制御）
ー

（自端制御）
ー

（自端制御）

最低入札量 ー １MW １MW １MW

アグリゲーション
（専用線）

ー ネガ/ポジ/ネガポジ※2 ネガ/ポジ/ネガポジ※2 ネガ/ポジ/ネガポジ※2

アグリゲーション
（簡易指令）

ー ー ー

37回資料2

37回資料5

42回資料3

42回資料3

※1 変更の方針が決まっているもののみ記載しており、適用時期が決まり次第、需給調整市場検討小委員会等で公表
※2 ポジ・ネガポジ型は、単体では最低入札量に満たないリソースをアグリゲートして市場に参入する場合のみ



87需給調整市場において予定されている要件変更とスケジュール（二次①）

◼ 今後、システム改修等を踏まえて要件等の変更を予定している点は以下のとおりです。
（青字：変更予定箇所、赤字：審議された需給調整市場検討小委員会の回数と資料番号）

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 時期未定※1

回線 ー 専用線

同左

専用線

同左

商品ブロック ー 3時間
30分

応動時間 ー 5分以内 5分以内

継続時間 ー 30分以上
30分

指令間隔 ー
0.5～数十秒

（エリア毎に異なる）
0.5～数十秒

（エリア毎に異なる）

1秒
（全エリア統一)※2

最低入札量 ー １MW １MW

アグリゲーション
（専用線）

ー ネガ/ポジ/ネガポジ※3 ネガ/ポジ/ネガポジ※3

アグリゲーション
（簡易指令）

ー ー ー

※1 変更の方針が決まっているもののみ記載しており、適用時期が決まり次第、需給調整市場検討小委員会等で公表
※2 中給システムのリプレースに合わせた抜本改修後
※3 ポジ・ネガポジ型は、単体では最低入札量に満たないリソースをアグリゲートして市場に参入する場合のみ

31回資料3

37回資料5

37回資料2

37回資料2



88需給調整市場において予定されている要件変更とスケジュール（二次②）

◼ 今後、システム改修等を踏まえて要件等の変更を予定している点は以下のとおりです。
（青字：変更予定箇所、赤字：審議された需給調整市場検討小委員会の回数と資料番号）

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 時期未定※1

回線 ー
専用線または

簡易指令システム※2

同左

専用線または
簡易指令システム※2

同左

商品ブロック ー 3時間
30分

応動時間 ー 5分以内 5分以内

継続時間 ー 30分以上
30分

指令間隔 ー
数秒～数分

（エリア毎に異なる）
簡易指令：5分※2

数秒～数分
（エリア毎に異なる）
簡易指令：5分※2

専用線：5分
（全エリア統一)※3

最低入札量 ー １MW １MW

アグリゲーション
（専用線）

ー ー ー
ネガ/ポジ

/ネガポジ※4, 5

アグリゲーション
（簡易指令）

ー
ネガ/ポジ

/ネガポジ※2, 5

ネガ/ポジ
/ネガポジ※2, 5

※1 変更の方針が決まっているもののみ記載しており、適用時期が決まり次第、需給調整市場検討小委員会等で公表
※2 休止時間を反映した簡易指令システム向けの指令値を作成するための中給システム改修の完了後に開始

（2024年度以降準備ができたエリアから順次適用）
※3 中給システムのリプレースに合わせた抜本改修後
※4 出力変化量による指令は、事業者からの申込み状況に応じた中給システム改修完了後に適用開始予定

実出力値による指令は、中給システムの抜本改修の際に、事業者ニーズを踏まえて検討（2027年度以降）
※5 ポジ・ネガポジ型は、単体では最低入札量に満たないリソースをアグリゲートして市場に参入する場合のみ

26回資料3

19回資料3

26回資料3

26回資料3

31回資料3

37回資料5

37回資料2

37回資料2



89需給調整市場において予定されている要件変更とスケジュール（三次①）

◼ 今後、システム改修等を踏まえて要件等の変更を予定している点は以下のとおりです。
（青字：変更予定箇所、赤字：審議された需給調整市場検討小委員会の回数と資料番号）

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 時期未定※1

回線
専用線 または

簡易指令システム
専用線 または

簡易指令システム

同左

専用線 または
簡易指令システム

同左

商品ブロック 3時間 3時間 30分

応動時間 15分以内 15分以内 15分以内

継続時間
商品ブロック時間

(3時間)
商品ブロック時間

(3時間)
30分

指令間隔

専用線：
数秒～数分

（エリア毎に異なる）
簡易指令：5分

専用線：
数秒～数分

（エリア毎に異なる）
簡易指令：5分

専用線：
数秒～数分

（エリア毎に異なる）
簡易指令：5分

専用線：5分
（全エリア統一)※2

簡易指令：5分

最低入札量
専用線 ５MW
簡易指令１ＭＷ

1MW １ＭＷ

アグリゲーション
（専用線）

ー ー ー
ネガ/ポジ

/ネガポジ※3, 4

アグリゲーション
（簡易指令）

ネガ ネガ/ポジ/ネガポジ※4 ネガ/ポジ/ネガポジ※4

※1 変更の方針が決まっているもののみ記載しており、適用時期が決まり次第、需給調整市場検討小委員会等で公表
※2 中給システムのリプレースに合わせた抜本改修後
※3 出力変化量による指令は、事業者からの申込み状況に応じた中給システム改修完了後に適用開始予定

実出力値による指令は、中給システムの抜本改修の際に、事業者ニーズを踏まえて検討（2027年度以降）
※4 ポジ・ネガポジ型は、単体では最低入札量に満たないリソースをアグリゲートして市場に参入する場合のみ

29回資料5

37回資料2

37回資料2

22回資料3

26回資料3

31回資料3

37回資料5



90需給調整市場において予定されている要件変更とスケジュール（三次②）

◼ 今後、システム改修等を踏まえて要件等の変更を予定している点は以下のとおりです。
（青字：変更予定箇所、赤字：審議された需給調整市場検討小委員会の回数と資料番号）

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 時期未定※1

回線
専用線 または

簡易指令システム
専用線 または

簡易指令システム
専用線 または

簡易指令システム

同左 同左

商品ブロック 3時間 3時間 30分

応動時間 45分以内 45分以内 60分以内

継続時間
商品ブロック時間

(3時間)
商品ブロック時間

(3時間)
30分

指令間隔 1~30分※2 1~30分※2 1~30分※2

最低入札量
専用線 ５MW
簡易指令１ＭＷ

1MW 1MW

アグリゲーション
（専用線）

ー ー ー
ネガ/ポジ

/ネガポジ※3, 4

アグリゲーション
（簡易指令）

ネガ/ポジ/ネガポジ※4 ネガ/ポジ/ネガポジ※4 ネガ/ポジ/ネガポジ※4

※1 変更の方針が決まっているもののみ記載しており、適用時期が決まり次第、需給調整市場検討小委員会等で公表
※2 30分を最大として、事業者が収集している周期と合わせることも許容
※3 出力変化量による指令は、事業者からの申込み状況に応じた中給システム改修完了後に適用開始予定

実出力値による指令は、中給システムの抜本改修の際に、事業者ニーズを踏まえて検討（2027年度以降）
※4 ポジ・ネガポジ型は、単体では最低入札量に満たないリソースをアグリゲートして市場に参入する場合のみ

26回資料4

26回資料4

26回資料4

26回資料3

22回資料3

37回資料5



91需給調整市場に参入が可能なリソースおよび応札形態（発電リソース）

◼ 主なリソースが需給調整市場に参入可能となる時期は以下のとおりです。
（赤字：審議された需給調整市場検討小委員会の回数と資料番号）

リソース・応札形態 商品 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 時期未定※1

発電リソース
（1MW※2以上）

単独で応札

三次②

同左 同左

三次①

二次② ー

二次① ー

一次 ー

発電リソース
（1MW※2未満）

アグリゲーションで応札

三次②

同左 同左

三次①

二次② ー

二次① ー

一次 ー

ネガ ポジ ネガポジ

参入可 参入不可

凡例

該当ケースなし

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

※3, 4

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

※1 変更の方針が決まっているもののみ記載しており、適用時期が決まり次第、需給調整市場検討小委員会等で公表
※2 値は契約受電電力
※3 簡易指令システムでの参入については、休止時間を反映した簡易指令システム向けの指令値を作成するための中給システム改修の完了後に開始

（2024年度以降準備ができたエリアから順次適用）
※4 専用線での参入について、出力変化量による指令は、事業者からの申込み状況に応じた中給システム改修完了後に適用開始予定

実出力値による指令は、中給システムの抜本改修の際に、事業者ニーズを踏まえて検討（2027年度以降）

※専用線のみ

※専用線またはオフライン枠

※専用線のみ

※3

22回資料3、
26回資料3

26回資料3

19回資料3、26回資料3

※簡易指令のみ, ※4 ※簡易指令のみ, ※4

※簡易指令のみ, ※4

※専用線またはオフライン枠



92需給調整市場に参入が可能なリソースおよび応札形態（ネガポジ型リソース）

◼ 主なリソースが需給調整市場に参入可能となる時期は以下のとおりです。
（赤字：審議された需給調整市場検討小委員会の回数と資料番号）

リソース・応札形態 商品 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 時期未定※1

ネガポジ型リソース
（1MW未満）

アグリゲーションで応札

三次②

同左 同左

三次①

二次②

二次①

一次

ネガポジ型リソース
（1MW以上）

単独で応札※4

三次②

同左 同左

三次①

二次②

二次①

一次

ネガ ポジ ネガポジ ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

※1 変更の方針が決まっているもののみ記載しており、適用時期が決まり次第、需給調整市場検討小委員会等で公表
※2 簡易指令システムでの参入については、休止時間を反映した簡易指令システム向けの指令値を作成するための中給システム改修の完了後に開始

（2024年度以降準備ができたエリアから順次適用）
※3 専用線での参入について、出力変化量による指令は、事業者からの申込み状況に応じた中給システム改修完了後に適用開始予定

実出力値による指令は、中給システムの抜本改修の際に、事業者ニーズを踏まえて検討（2027年度以降）
※4 ネガポジ型として応札可能な商品は、基本的にネガワット側とポジワット側でいずれも応動可能な商品とする。

ただし、ネガワット側またはポジワット側の片側で応動可能な商品がない場合は、もう片側が二次②から三次②に応動可能であれば、
ネガポジ型として二次②から三次②に応札可能とする。（片側が応動不可能な場合、一次、二次①への応札は不可）

※5 実出力指令によるネガポジへの参入は2023年度から可能。出力変化量指令によるネガポジへの参入は2024年度以降可能。

ネガ ポジ ネガポジ

参入可 参入不可

凡例

該当ケースなし

22回資料3
※簡易指令のみ※2,※3

34回資料4

ネガ ポジ ネガポジ ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

※5

19回資料3、26回資料3

26回資料3

※簡易指令のみ, ※3 ※簡易指令のみ, ※3

※簡易指令のみ, ※3 ※簡易指令のみ, ※3

※専用線またはオフライン枠

※2

※専用線のみ

※専用線のみ

※専用線またはオフライン枠



93需給調整市場に参入が可能なリソースおよび応札形態（需要リソース）

◼ 主なリソースが需給調整市場に参入可能となる時期は以下のとおりです。
（赤字：審議された需給調整市場検討小委員会の回数と資料番号）

リソース・応札形態 商品 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 時期未定※1

需要リソース

アグリゲーションで応札

三次②

同左 同左

三次①

二次② ー

二次① ー

一次 ー

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

※簡易指令のみ※2, 3

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

ネガ ポジ ネガポジ

※1 変更の方針が決まっているもののみ記載しており、適用時期が決まり次第、需給調整市場検討小委員会等で公表
※2 簡易指令システムでの参入については、休止時間を反映した簡易指令システム向けの指令値を作成するための中給システム改修の完了後に開始

（2024年度以降準備ができたエリアから順次適用）
※3 専用線での参入について、出力変化量による指令は、事業者からの申込み状況に応じた中給システム改修完了後に適用開始予定

実出力値による指令は、中給システムの抜本改修の際に、事業者ニーズを踏まえて検討（2027年度以降）

※専用線のみ

19回資料3、26回資料3

ネガ ポジ ネガポジ

参入可 参入不可

凡例

該当ケースなし

※簡易指令のみ, ※3※簡易指令のみ, ※3

※簡易指令のみ, ※3※簡易指令のみ, ※3

※専用線またはオフライン枠


